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細沼年度 最終例会 会長挨拶 

 １９９４～９５年度は新座ロータリークラブ２０周年

記念式典、新座こぶしロータリークラブ認証状伝

達式、第２分区ＩＭ大会、新座市２５周年記念シ

ティウォーキング等々大変盛り沢山の行事があっ

た年度でした。お蔭様で名幹事の立野さんに助け

られ一年間無事に責任を果たす事ができました。 

 振返ってみますと２０周年記念事業は大塚誠一

実行委員長が中心になり、炉辺会合を何回となく

開き、来て頂くお客様の為に又奥様方に喜んで頂

くには何をしたら良いか、喧々諤々の議論をし実

行に移して行きました。実行委員の方々も大変

だったと思いますが、楽しかったのではないかと

思います。 

 今年度はいろいろ重要な行事の中で自分は特別

によく働いたと思う委員長、委員が多いような気

がします。会長は口だけで各委員長が行事の実行

をしているのであり、要するに各委員会のメン

バーの選考が良かったのだ、と云われています。

全くその通りで私も勝手な事を云いながら一年間

楽しく過ごすことが出来ました。これも、会員皆

様のご協力の賜物であります。終わりに会員皆様

には大変お世話になり、ご協力を頂き厚くお礼申

し上げまして私の挨拶とさせて頂きます。 

細沼 哲夫会員  （193６.３.１８生 享年８３歳）  

ご逝去：２０２０年１月２５日 

ご入会：１９９３年８月 ５日（ロータリー歴３５年） 

 １９９４年度 会長就任 

 ２００９年度  地区協議会実行委員長 

 ２０１８年度 第２グループＩＭ実行委員長   

 Ｒ財団寄付金 ３，３００ドル 

 米山奨学寄付金 ５００，０００円 

 ネパール奨学支援・災害義援金・希望の風基金  



  思えば周年行事の実行委員長や副会長として、

クラブの重要なポストで積極的にご協力頂きご活

躍して頂きました。世界情勢や経済情勢にも精通

していて、話題が豊富で突然の卓話依頼にも二つ

返事で引き受けて頂いた事・・・忘れません。 

 紳士的なたたずまいとチャーミングな笑顔、歯

切れのよい語り口はとても魅力的でした。 

会員一同心より感謝申し上げます。 
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細沼哲夫さんへのお別れの言葉 

 

  細沼さんのような全ての意味でリーダーである

立派な方が、がんに侵されて亡くなるのが悔し

くて悔しくてなりません。 

 これからも細沼さんが残してくれた、仲良く楽

しく長続きするロータリーを、そして、ロータ

リーに息づく奉仕の精神を守って生きてゆきたい

と思います。              合掌 

新座ロータリークラブ事務局  
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                                                     増渕 和夫 

 私が新座ロータリークラブに入会致しましたの

は平成７年５月でした。その時の会長が、奇しく

も細沼哲夫さんでした。 

当時は、館さん、五味さん等チャーターメンバー

のロータリーに詳しい錚々たるメンバーの方々が

多く、５０歳前の私には恐ろしい会合に入会した

という気持ちで過ごしていました。 

 細沼さんは、会長として、また事業人として、

１００％ロータリーに埋没することなく、時間の

ある時に参加して出来る活動をすれば良いという

事を優しく指導してくれました。そのお蔭で私で

も２５年間何とかロータリーを続けてこられた様

に思います。勿論、細沼さんのロータリーに傾け

る情熱は、皆様の知るところです。 

 ロータリーに慣れ親しんでくると、細沼さんが

グルメでゴルフ好きという事が分かり、共通の趣

味で繋がる仲間（関さん、宮川きん，松本さんと

私）が、細沼さんの専門の経済の話や、ゴルフ、

昔の銀座の事など世間話をしながら、軽く食事を

する会が出来るようになっていきました。 

 後半期の細沼さんのゴルフは私も同様ですが、

余り飛ばず、スコアも１００前後でしたが、とて

も楽しい、気持ちの良いゴルフでした。また、素

晴らしいのは、努力家で、週一日は、プロに教わ

り、筋トレ、スクワットなど体力維持にも努めて

いらしたことです。 

 平成８年頃より、高血圧があったため、私のク

リニックにおいでになる様になり、月に一度の診

察時、次のロータリーの出席の予定や、会食、ゴ

ルフの予定を決めるのが、楽しみになってきまし

た。長い間、拝見しているうちにガンなどの人間

ドックのチェックを毎年のように勧めましたが、

生来の元気さと仕事などの多忙のため、遂にドッ

クには行っていただけませんでした。それが、私

にとって、本当に残念で残念で仕方ありません。 

 令和元年、食道がんが見つかり、手術すること

もかなわず、抗がん剤、放射線治療を行いました

が、令和２年１月２５日死去されました。 

２０１８年度第2グループＩＭ式典（201８.２.１６）において 

実行委員長の挨拶をする在りし日の細沼哲夫会員  

                    会長 小泉 哲也    

「細沼哲夫会員のお別れの会」を移動例会に振替

させて頂いたことにより、多くの会員の皆様にご

参列頂きましたこと心より感謝申し上げます。 

 参列させて頂き、改めて多くの別れを惜しむ方

の姿を見て細沼さんの偉大さを感じさせて頂きま

した。また、叙勲を始め沢山の栄誉を受賞されて

いるにも拘らず、私のような者にも分け隔てなく

接してくださる姿勢は私たちの模範とするところ

です。細沼さんが心から愛したこの新座ロータ

リークラブをより多くの方が集う場にすべく微力

ながら活動して行きたいと思います。   合掌 


